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▲原爆ドームを背に撮影

▲市長へ広島訪問への抱負を話しました

▲「原爆の子の像」に千羽鶴を奉納

「離れないあの悲劇」
村上第一中学校
東
し ょ う じ

海林ももさん
　私達は始めに原爆の子の像へ行
き、千羽鶴を奉納した。幾重にも
折り重なり、びっしりと奉納され
ている千羽鶴からは平和への強い
願いを感じ取ることができた。
　次に平和記念資料館へ向かっ
た。そこにあった様々な展示から
言葉が出なくなるほどの衝撃を受
けた。原爆が投下されたことを風
化させてはいけない、語り継いで
いかなければいけない、二度と戦
争という過ちを犯すことが無い世
界を作り上げていかなければいけ
ない。という強い想いを抱くこと
ができた。

「戦争の事実」
神林中学校
小
お

野
の

真
ま

白
しろ

さん

　恐怖、悲しさ、悔しさ・・・戦
争の悲惨さを深く学び、色々な感
情がこみ上げてきました。戦争と
は、どんなに恐ろしいもので、ど
れだけの人を苦しめたのか。今ま
ではなんとなくでしか知らなかっ
たことが、はっきりとした事実と
なって私の中に残りました。
　広島で学んできたことをたくさ
んの人に伝え、一人でも多くの人
に戦争の怖さや無意味さを知って
もらい、平和とはなにか考える
きっかけになってもらえたらいい
なと思います。
　平和な世の中をつくっていくた
めに。

「広島で学んだこと、感じたこと」
岩船中学校
熊
くま

倉
くら

素
す

晴
ばる

さん

　私は広島に行ったことも、戦争
を体験した人から話を聞いたこと
もなかったため、事前に戦争のこ
とや原爆のことを調べていまし
た。しかし、平和記念資料館での
実際の展示は、動画で見たものと
違い、被爆者の苦しみや核の恐ろ
しさがよく伝わってくるものでし
た。
　核兵器は人類をも滅ぼしてしま
う兵器です。世界で唯一核兵器の
怖さを知っている国として後世に
伝え、世界で二度と核兵器が使わ
れないように少しでも協力してい
きたいと思いました。

「広島の人たちの思い」
山北中学校
板
いた

垣
がき

成
じょう

さん

　広島に行き、戦争や原爆の恐ろ
しさを学ぶことができました。原
爆ドームを見たときは、まるで77
年前にタイムスリップしたかのよ
うに思えました。当時のまま残さ
れている原爆ドームから広島市民
の世界に伝えたいという強い気持
ちが伝わってきました。平和記念
資料館では、亡くなった方々の写
真や服などが展示されていまし
た。添えられた説明を読むと、原
爆の恐ろしさが伝わってきました。
　この経験を、行くことができな
かった山北中学校の生徒にしっか
りと伝えたいです。

「広島が私に教えてくれたこと」
村上東中学校
加
か

藤
とう

玲
れい

凪
な

さん

　今まで戦争のことは社会の授業
でしか触れたことがありませんで
した。今回の広島派遣では、当時
の人々の辛さや苦しさなどの思い
や戦争の悲惨さを、実際に目で見
て肌で感じたいと思い参加しまし
た。実際に原爆ドームや平和記念
資料館を見たことで、当時の人々
への思いを知るだけでなく、戦争
への怒りがこみ上げてきました。
　私たち若者に課せられている課
題は一人でも多くの人に広島で起
きた事実を伝え続けることではな
いでしょうか。もう二度と戦争を
繰り返さないために。

「戦争の悲惨さ」
朝日中学校
鈴
すず

木
き

晴
はる

太
た

さん

　広島に行き、平和記念資料館を
見てきました。戦争の恐ろしさや
悲惨さなどを知ることができまし
た。当時の資料を見ると、今の社
会はとても平和だと思いました。
このような平和な暮らしができて
いることに感謝の気持ちで一杯で
す。これは、広島平和祈念式典を
はじめ、戦争を繰り返さないよう
にいろいろな取り組みをしてきた
からなのだと思いました。
　僕は完全に戦争をなくせるよう
に色々な取り組みをしたいと思っ
ています。
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広島で平和を想う
広島平和記念式典へ市内中学生の代表を派遣

　市では、平和学習事業の一環として、市内中学生の代表を広島平和記念式
典へ派遣しています。令和２年度および３年度は新型コロナウィルス感染症
の影響により出席者が制限されたため派遣できず、今年度は３年ぶりの派遣
となりました。
　この派遣事業は、村上市の将来を担う若い人たちに戦争の悲惨さや平和の
尊さを考え、理解を深めてもらうことを目的に行っているものです。
　今年度は、６人の中学生が８月５日に広島市を訪問し、平和記念公園にあ
る「原爆の子の像」に、市内の中学生が思いを込めて折った千羽鶴を奉納。
市の代表として戦争で亡くなられた子どもたちの冥福を祈りました。その後、
原爆ドームや平和記念資料館を見学し、被爆の実相を知ると共に、争いのな
い平和な世界の大切さを考えることができました。
　翌６日に参加した平和記念式典には、グテーレス国連事務総長を始め、世
界99か国の代表のほか被爆者や遺族らおよそ3000人が参列。原爆が投下され
た午前８時15分には「平和の鐘」が鳴り響く中、参列者全員で黙とうを捧げ、
原爆の被害に遭われた方々の冥福と世界の恒久平和の実現を祈りました。


